
講師への質問 回答欄

1

食品防御についてですが、FSSC22000やSQFなどのGFSI認証の要求事

項を遵守していれば、法規を遵守していると言えるのでしょうか？

米国政府は、「FSSC22000やSQFなどのGFSI認証の要求事項

を遵守していれば、法規を遵守している」とは見なさないのがこれま

での通常です。これを国際的に許容し合える仕組みにまで昇華で

きるかがこれからの国際的なハーモナイゼーション議論となります。

2

FDQI資格の完全取得のためには有料セミナーを3本受講する必要がある

(IA Conducting Vulnerability Assessments Courseについては日

本語セミナーがあるものの）との認識でよろしいでしょうか？

認識が異なります。FDQIは数少ない日本人FDQIリード・インスト

ラクターから受講修了され有資格を求めるべきだろうと存じます。こ

こで申し上げたのは、IA規則対応にKATを用いた弾力的な適用を

証明するならば、ウェブ上の有料セミナーのみで対応可能であるとい

う弾力的アプローチに関するガイダンスでした。

3

講演頂き、ありがとうございました。自社工場ではFSSC22000を取得して

おります。アメリカ輸出に向けては予防コントロールの考え方を取り入れてい

きたいところです。輸出対象商品にのみ「食品安全計画」を作成することを

考えておりましたが、今回お話の中であった「ワンファイルオールクリア」の方

が、運用する場合は当然その方が良いと思いました。

ただ、どのように実施していけば良いか見当がつきません。

そこで、弊社と同じようにFSSCを取得している状態から、予防コントロールの

考えを取り入れて「ワンファイル」運用を実現した運用例などあれば、教えて

頂けると幸いです。

運用例について、地域支援プログラムの事例を紹介いたしましたの

で、ぜひご参照ください。ワンファイルオールクリアが実装できれば、多

くの現場で現実的に負担最小限で国際的に認められるアプローチ

を実装可能です。

参照事例）

https://www.keiran-

niku.co.jp/books/20220318.html

4

食品防御計画の手抜き加減の説明で、「KAT手法を使用する場合、・・・

FDQIコースを受講しなくても済む」とあったが、KATを用いたVAを基に食品

防御計画を作成するとの手順なら、"Food Defese Plan Preparation 

and Reanalysis"の受講は必須ではないのか？

認識が異なります。FDQIは数少ない日本人FDQIリード・インスト

ラクターから受講修了され有資格を求めるべきだろうと存じます。こ

こで申し上げたのは、IA規則対応にKATを用いた弾力的な適用を

証明するならば、ウェブ上の有料セミナーのみで対応可能であるとい

う弾力的アプローチに関するガイダンスでした。

5

QIのeラーニングは実務経験がほとんどなくても修得できるようなものなので

しょうか。

ほとんどの有資格付与は実務経験をベースにしており、たとえば

OJT(On The Jpb Training)をベースにしているのが欧米でのア

プローチです。日本国内でどうなのかはまた別のテーブルでの議論で

すが、共有は大切ですね。
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